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資料 該当区域の調べ方・様式のダウンロード方法・様式の記載例 

 

(1) 該当区域の調べ方  
 ・札幌市地図情報サービス（札幌市の都市計画や景観の地区指定の情報をまとめたもの）

から、敷地が「景観計画重点区域」や「景観まちづくり推進区域」に該当しているかを

調べることができます。（「景観計画区域」は、札幌市全域に指定されています。） 

 

【手順１】 

  ・札幌市公式ホームページのサイト内検索フォームに「地図情報」と入力し検索 
 
 

 

 

 

 
 

 

【手順２】 

  ・検索結果の中から「札幌市地図情報サービス」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【手順３】 

  ・利用条件を読み、ページ中段の「同意」をクリックすると、「札幌市地図情報サービ

ス」がご利用いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 札幌市地図情報サービス 

サイト内検索で「地図情報」を検索 

地図情報 

「札幌市地図情報サービス／札幌市」をクリック 
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(2) 様式のダウンロード方法  
 ・各種様式は、札幌市公式ホームページからダウンロードできます。 

 

【手順１】 

 ・札幌市公式ホームページのサイト内検索で「景観 届出・協議」を検索 

 

 

 

 

 

 

 

【手順２】 

 ・検索結果の中から「届出・協議による景観誘導／札幌市」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【手順３】 

 ・表示されたページからそれぞれの区域のページへ入ると、様式をダウンロードできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サイト内検索で「景観 届出・協議」を検索 

景観 届出・協議 

「届出・協議による景観誘導／札幌市」をクリック 

以下の各ページから、それぞれの区域での届

出・協議様式がダウンロードできます。（様

式は、各ページの中段にあります。） 

・景観計画区域での届出 

・景観計画重点区域での届出 

・景観まちづくり推進区域での届出 
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(3) 様式記入例  
 

 

 

 

 

札幌市景観計画区域内行為事前協議書 

 

別紙「自己診断カルテ」のとおり 
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札幌市景観計画区域内行為届出書 

 

※増築の場合、内数を記入してください。 
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札幌市景観計画重点区域内除却等届出書 
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札幌市景観まちづくり推進区域内行為届出書 
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札幌市景観計画区域内行為変更届出書 
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札幌市景観計画重点区域内除却等変更届出書 
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札幌市景観まちづくり推進区域内行為変更届出

書 
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記載事項変更届 
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景観計画区域内行為竣工届 
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自己診断カルテ 

  
ここでは、建築物の新築を行う場合の自己診断カ

ルテの記入例をご紹介します。 
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●法に基づく行為の制限 

  配慮すべき項目 配慮した点 

建
築
物 

位
置 

建築物の壁面は、道路境界から後退させるとともに、

その後退部分は、歩道と一体感をもったデザイン化や

緑化等をすることにより、憩いとうるおいのあるオー

プンスペースを確保するよう努める。 

・道と一体的な広がりのある空間をつくるた

め、大通に面した１階部分は壁面を後退さ

せた。 

 
壁面後退は、低層部分では３メートル以上とするよう

努めるとともに、１階部分のみ後退させる場合の軒高

は、３メートル以上とする。 

規
模 

小規模な敷地に計画する建築物は、隣接する建築物等

との共同化を図るように努める。 
・隣接する敷地も併せて計画した。 

形
態 

１階部分には、ショーウィンドウ・カフェテラス・レ

ストラン等のサービス施設を配置するなど、歩行者に

快適さを与えるよう努めるとともに、休日や夜間の景

観にも配慮する。 

・１階に設けるカフェのにぎわいが通りにに

じみ出るように外装をガラスとし、夏期に

はオープンカフェとして使用できるよう

な仕様とした。 

シャッターを配置する場合には、ショーウィンドウの

内側に配置するか、又はグリルシャッターを使用する

よう努める。 

・シャッターの設置はしない。 

車の出入口は、やむを得ない場合を除き、公園に面し

て設置しない。 

・公園側ではなく西側道路に出入口を設置

し、大通の賑わいを遮らないよう配慮し

た。 

外
壁
の
色
彩 

公園や周辺の建築物との調和を図る。 
・公園内の樹木を美しく見せるため、高層部

は空に溶け込むように「白樺」近似色とす

る。 

・歩行者の目線に入る低層部にはレンガを使

用し、あたたかみや落ち着いた印象を演出

する。 

あたたかみのあるものとし、派手な色彩を大面積で使

用しないようにする。 

なお、色彩は、別記「色彩景観基準」に準じて行う。 

外
壁
の
素
材 

汚れにくいものや変色しにくいものなど、美観を保持

しやすい材質を使用する。 
・低層部にはレンガ素材を用い、時間ととも

に味わいが出て、街並みになじむよう配慮

した。 道路から見える側面も、正面と同様の仕上げとする。 

塔
屋
・
屋
上
設
備
等 

塔屋・屋上設備等は、道路から見えない位置に配置す

るように努める。 

・屋上設備は、道路から見えない位置に配置

するとともに、目隠し壁で隠した。 

道路から見える位置に配置された屋上設備等は、壁面

と調和したルーバー等で目かくしをする。 

・目隠し壁は、外壁と同素材にし、一体的に

見えるように配慮した。 

建
築
物
・
屋
上
広
告
物
以
外
の
工
作
物 

外
構 

道路に面したオープンスペースは、植栽を施すととも

に、開放的なつくりとなるよう努める。 

・壁面後退部分には、歩行者の動線を遮らな

いように植栽を設け、アプローチを演出す

るとともに、歩道に日陰をつくり、人が溜

まる空間となるよう配慮した。 

・隣地との間に出来た隙間にフェンスを設け

るが、建物と一体的に見えるように素材や

色彩に配慮した。 

フェンスや石垣等の外柵類は、道路境界から後退させ

るとともに、その後退部分は緑化に努める。 

駐
車
場 

屋外駐車場は、道路側に植栽するなど、景観に配慮す

る。 
・別棟では設置しない。 

車の出入口は、やむを得ない場合を除き、公園に面し

て設置しない。 
そ
の
他 

自動販売機類は、公園に面して設置しないよう努め

る。 
・自動販売機は設置しない。 

自己診断カルテ（景観計画重点区域） ※この様式 及び 記入例は、大通地区のもの 
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●景観条例に基づく行為の制限 

  配慮すべき項目 配慮した点 

屋
外
広
告
物 

共
通 

原則として、ビルの名称を表示するなど、自家用に

供するもののみとし、位置・規模・色彩等は、建築

物全体のデザインと調和するよう配慮する。 

・自家用広告物とする。 

・建物との調和、掲出する広告物同士の統一 

感が取れるように、使用する基調色をそろ

えた。 

発光を伴うものは、動光の変化をしないものとする。 
・照明は外照式とし、照明器具は景観上支障

ないように遮蔽した。 

色彩は、多色やけばけばしいものを使用しない。   

屋
上
広
告
物 

原則として、建築物１棟につき１カ所とする。 

・屋上広告物は、新設しない。 
建築物と比べて極端に大きくならないよう、建築物

との調和に十分配慮する。 

壁
面
広
告
物 

必要最小限の数・面積とし、建築物の形態や外壁の

色彩等と調和のとれたものとする。 

・外壁と調和するように配慮し、ビル名をチ

ャンネル文字で掲出する。 

窓面広告物は、ショーウインドウ内を除き、原則と

して表示しない。 

・催事に併せて広告物を窓面に掲出すること

も想定されるため、ｶﾞﾗｽ面を美しくみせな

がら掲出できるように、窓面内側に掲出す

るスペースを設置する。 

突
出
広
告
物 

敷地内にまとめて共同表示するよう努める。 

・突出広告物は掲出しない。 
文字等の色彩は、派手なものを使用せず、基調とな

る色を統一するよう努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



37 

 

自己診断カルテ（景観まちづくり推進区域） ※この様式 及び 記入例は「ロープウェイ入口電停周辺地区のもの  
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札幌市まちづくり政策局都市計画部地域計画課 

 

〒060-8611 札幌市中央区北１条西２丁目 

tel．011-211-2545 fax．011-218-5113 

e メール：keikan@city.sapporo.jp 

ホームページ：https://www.city.sapporo.jp/keikaku/keikan/ 

 

さっぽろ市 
01-B03-22-828 

R4-1-72 


